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1 はじめに 
近年，監視カメラによる防犯対策が広く行わ

れている．監視カメラは多様な照明条件のもと

で撮影されるため，照明の過不足や，逆光によ

るハイライト部，シャドウ部の発生によって，

画像に写された人相の特徴が不明確な場合があ

る．これらは，コントラスト強調やガンマ補正

などの輝度補正により，画質を向上させること

ができる[1]．しかし，撮影された照明条件ごと
にパラメータの調整が必要であり，大量の画像

の管理が想定される監視カメラ画像において，

非常に手間のかかる作業となる． 
そこで本研究では，多様な照明条件で撮られ

る監視カメラ画像に対して非写実的表現を用い，

自動的に人相の特徴を明確に表示することを目

的とする．非写実的表現には多重スケール解析

を用い，その有用性を検証する． 
 
2 非写実的表現 
画像の情報伝達能力の高さは，光学的厳密さ

と一致しない場合が多い．これは人間の視覚特

性によるもので，例えば絵画では物体を正確な

明るさで写実するのではなく，明度対比や輪郭

線強調することで表現される．このような写実

的ではない絵画やイラストの描画手法を CGの分
野に応用した非写実的表現（NPR）は，視覚的
情報を取捨選択して描画するので，効果的な情

報伝達を可能とする． 
既存手法として多重スケール解析による非写

実的表現がある．これは，Gaussianフィルタを複
数組み合わせることによって，周波数分解を行

う．さらに，各周波数帯域別に重み付けをして

再合成することで，非写実的画像を生成する手

法である[2, 3]．高周波成分を強調した場合は，
ペン画に近い画像，低周波成分を強調した場合

は，水墨画に近い画像を生成できる[2]． 

3 監視カメラ画像の非写実的表現 
監視カメラの撮影は，必ずしも良好な照明条

件で行われるとは限らない．例えば，カメラの

設置によって逆光であったり，照明のない室内

で不審者が映っていることも考えられる．また，

一般的な輝度補正では人相特徴の詳細情報を失

いかねない．そこで，われわれはこれらの撮影

条件においても人相の特徴を明確化するために，

多重スケール解析によって高周波成分を強調す

る．高周波強調を行うことで知覚的な明るさを

表現し，失われた立体感や輪郭の復元を目的と

する． 
 
4 適用結果 
室内の監視カメラを想定し，照明が暗く人相

の特徴がわかりにくいものを原画像として用い

る． 
 

4.1 高周波強調 
図 1 に原画像と高周波強調の結果，輝度補正

の結果を示す．図 2 はそれぞれの一部分を拡大
したものである．  
多重スケール解析では，スケール数を 14，

Gaussian フィルタのサイズを 2
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iσ として分

解する．なお，i は高周波成分から順に 0～13 を
表す．さらに，分散に反比例した重み付けをし

て再合成する．得られた輝度値の適当な区間を 0
～255 にマッピングし，それより高輝度，および
低輝度部分は 255，0 にそれぞれ飽和させる．輝
度補正はパラメータ調整の不要な方法としてヒ

ストグラム平坦化処理を用いた． 
図 1, 2(b)では，凹凸の特徴に加えて顔の輪郭
がはっきり表現できた．一方，図 1, 2 (c)では，
顔の詳細情報の多くが白く飽和している．人相

の特徴を明確に表示する点で，本手法の有用性

を確認できる． 
 

   
 (a) 原画像   (b)高周波強調    (c) 輝度補正 
図 1 : 高周波強調と輝度補正の比較 
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(a) 原画像  (b)高周波強調  (c) 輝度補正 

図 2：図 1の顔の拡大図 
 
4.2 色の扱い 
多重スケール解析では，輝度をもとに画像を

生成するので，結果はグレイスケールの画像と

なる．しかし，輝度計算時に色情報を保存して

おくことで結果画像を着色できる．ここでは，

輝度または明度と色情報を YUV，HLS(HSI 双 6
角錐モデル)，HSV（HSI 6 角錐モデル）色空間
[4]で処理する． 
各色空間の結果を図 3 に示す．また，図 3 の

顔の拡大図を図 4 に示す．YUV 色空間では，色
差情報のみを扱うため，彩度の弱い着色となる．

HSV で最も彩度の強い着色となった．ただし，
彩度情報が失われていないのであれば YUV 色空
間の結果に彩度強調を行うことで，より強い彩

度の結果を得ることも可能である．図 5 に彩度
に対してヒストグラム平坦化処理を行ったもの

を示す． 
 

 
(a)YUV    (b)HLS     (c)HSV 

図 3 : 各色空間での着色 
 

   
(a)YUV    (b)HLS     (c)HSV 

図 4 : 図 3の顔の拡大図 
 

   
(a) 彩度強調   (b)(a)の拡大図 
図 5 : YUV色空間の彩度強調 

 
 
 
 

 
5 評価実験 
被験者 5 人を対象に，適用前と YUV，HLS，

HSV 色空間で適用した動画像を示し，人相の特
徴をとらえるまでの時間を計測した（表 1）． 

NPR を適用した各色空間において認識速度が
向上した．彩度の表現では HSV，HLS 色空間が
良好であったが，YUV 色空間の認識速度が最も
速かった． 
今回の評価実験では，輝度補正を用いていな

いので，輝度補正での認識速度と比較を行う必

要があると考えられる．また，着色に関しては，

服や持ち物の色情報を認識する上で必要な要素

となるが，人相の認識速度には影響がなかった．

今後は，異なる評価方法を検討する必要がある

と考えられる． 
 

表 1．NPRの適用による認識速度 
動画像 適用前 YUV HLS HSV 

平均時間[s] 3.81 2.49 2.79 2.87 
 
6 おわりに 
本稿では，監視カメラ画像においての多重ス

ケール解析による非写実的表現の有用性を検証

した． 
動的オブジェクトの抽出や顔認識など監視カ

メラ目的の研究は広く行われており，これらと

の組み合わせによって，さらに有用な画像生成

が期待できる． 
今後の課題として，輝度補正との比較のため

の評価実験， 様々な照明条件や色彩に対する実
験，動画像の実時間処理の検討などが挙げられ

る． 
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